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いつも日本バドミントン協会の活動に温かいご支援をいただき、誠にありがとうございます。 

今月のメルマガでは、25年度競技登録者数やトマス杯＆ユーバー杯 2026振り返り、新パ
ートナーなどをお届けします。ぜひ最後までご覧ください！ 

■Hot Topic：2025年度バドミントン競技登録者数は 299,493人、コロナ後最多を記録 

 2025 年度の競技登録者数は 299,493 人となり、前年度（292,445 人）から 7,048 人増
加（前年比：約102％）し、新型コロナウイルス感染症拡大以降で最多を記録しました。 

 また、人口構造の変化が進む中においても、学生世代（大学生・高校生・中学生・小学生）の
登録者数は 230,618 人となり、前年度から 5,497 人増加しました。全体増加数 7,048 人
のうち約 78％を学生世代が占めており、多くの若年層に競技へ参加いただいていることが
数字として表れる結果となりました。 

 カテゴリー別では、高校生登録者数が 115,462 人となり、前年度から 4,081 人増加し、
高校生世代が登録者数増加を牽引する結果となっています。 

 地域別では、東京都（+993 人）、埼玉県（+792 人）、千葉県（+689 人）が増加数上位とな
り、首都圏を中心に登録者数の増加が見られました。また、鳥取県では前年比+534 人（前
年比：約 127％）と大きく増加するなど、地域によっても登録者数拡大の動きが見られまし
た。 

  BAJ は今後も、競技機会の創出や普及活動を通じて、バドミントン競技のさらなる発展と
競技人口の拡大に取り組んでまいります。 

▼競技登録者数の推移はこちら 

 https://www.badminton.or.jp/corporate/baj/regist 

■BIRD JAPAN TOPIC：トマス杯＆ユーバー杯 2026 振り返り（by強化戦略本部） 

 2年に一度開催されるバドミントンの国別世界一決定戦「トマス杯・ユーバー杯」が、4月24
日から 5月3日まで、デンマーク・ホーセンスで開催されました。 

 トマス杯・ユーバー杯では、ともに優勝を目標に掲げて臨みましたが、男子はベスト 8、女
子は 3位という結果となりました。目標達成には至らず悔しさの残る大会ではありましたが、
選手たちは最後まで全力で戦い抜き、多くの収穫も得ることができました。 
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 トマス杯（男子）では、予選リーグで強豪マレーシアを破り、グループ 1位で決勝トーナメン
ト進出を果たしました。主力ペアの欠場という厳しい状況の中でも、ダブルス陣を中心にチー
ム一丸となって戦い、選手一人ひとりが役割を果たしたことは大きな成果だったと考えていま
す。一方、準々決勝ではフランスに敗戦しましたが、難しい状況下でも最後まで諦めずに戦
う姿勢を示してくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ユーバー杯（女子）でも、予選リーグを首位通過し、準々決勝では強豪タイを破ってベスト 4
進出を果たしました。準決勝の中国戦では力及ばず敗れましたが、ベテラン選手を中心に日
本代表としての意地と誇りを示してくれたと感じています。 

 今大会では、男女ともに大会直前までケガによるメンバー変更があり、コンディショニング
面の課題も浮き彫りになりました。また、シングルスではスピードや攻撃力、持久力、ダブル
スではサービス周辺技術やパワー面など、世界で勝ち切るために必要な課題も明確になり
ました。今回の経験と悔しさを次につなげ、2年後のリベンジに向けて強化に取り組んでまい
ります。 
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■News：全日本シニア選手権、アーバンフィットが大会冠パートナーに！ 

 日本バドミントン協会（BAJ）は、株式会社アーバンフィット様と「大会冠パートナー」として合
意し、「第43回アーバンフィット 24 全日本シニアバドミントン選手権大会」を開催することが
決定しました。 

 全日本シニアバドミントン選手権大会は、30歳以上から 85歳以上までの幅広い年代の
方々が出場し、男女シングルス、ダブルス、混合ダブルスで日本一を競う大会です。幅広い
年齢層の競技者が活躍し、挑戦し続ける場を創出するとともに、 生涯スポーツとしてのバド
ミントンの魅力を社会へ広く発信する役割を担っています。今大会は 2026年10月、北海道
を舞台に開催予定です。 

 BAJはアーバンフィットとのパートナーシップを通じて、シニア世代の挑戦を後押しするとと
もに、スポーツが生み出す健康やつながりの価値を、今後も広く社会へ発信してまいりま
す。 
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■News：BWF総会決定を受けた「15点3ゲーム制」の国内大会への導入について 

 2026 年 4 月 25 日（土）に開催された BWF 総会において、従来の「21 点３ゲーム制」
に代わる新たなスコアリングシステムとして、「15 点3ゲーム制」が承認されました。2027 
年 1 月 4 日より国際大会において導入される予定です。これを受け、日本バドミントン協
会（BAJ）でも国内大会への導入方針を決定しました。 

 BAJでは、国際大会での導入に先立ち、2026年から段階的に国内大会へ導入していきま
す。全日本総合選手権や全日本社会人選手権、全日本シニア選手権、Ｓ/Ｊリーグなどの主要
大会で適用される予定です。 

 日本国内におきましても、本決定を踏まえ、大会運営、強化、指導の各分野において準備
を進めてまいります。選手の皆様が混乱なく競技に集中できる環境整備に取り組んでまいり
ます。 

▼詳細はこちら 

https://www.badminton.or.jp/news/detail/2160 
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